
地学 と地理学 との境 界 (高 校 |)

1                  性世A4L嵩  小  林 1   茂

検討した教科書                       :

地学   清水書院  県下の採用 13校

地理B  清水書院         9校

帝国書院 8校

l l地学と地理との境界が問題になるのは地理の地図,自 然環境の項で内容で全体,1/5足 ら
ず進度でいえば大低第 1学期で終了している。以下地理の本から問題点を拾って見た。

0 地図について   ‐

地図の読み方 nap re・ ad inな )〕 に習熟することは地学を学ぶについて重要な基礎知

識の一つでふる。清水書院地学で現在地点の経度,緯度を求める実習として五万分一地図が

でてくる。地理では一般的図法の判別基準とその特色について詳しく述べているもそして五

万分一地形図が多面体図法によることを述べている.1-般に:球形である地球を平面で表わす

のであるから地図にはそのためのひずみがさけ られぬことを説明している。

0 地球の表面の高度分市について

地学では地球全体について地理で1よ大陸ごとに,清水書院地理は地学と図が同じで数値が

異っている。

91海底地形や海流の説明は両者ほぼ同じ。ただし潮目。潮境について      1   ■
:地学 :二つの水塊の境界面を潮境3潮境と海面との交線を潮目という。
｀
地理 :潮境 (潮目)と同一に取 り扱 っている。

。 世界のかもな山地・

地理に■マラヤ,アレレプス造山運動によって大陸の縁辺部に長大なLu系が形成されたこと:

てして大陸の中心部には吉期L担脈が位置していることが説明されている。世界の造出帯の帯

状分布図が壻げられている。清水書院でも楯状地,古い出地3新 しい沼曲!上 :脈について記裁
され脚註には亀出運動の説明として断層又は沼曲作用によらてつくられた出地帯としている。

これら銹 布図 l・Aか なり詳細である。
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を述べているのが異る位のもの。

として人購1墨揺 との機係

0 火 : .出 |       :                     :

小_中で履修ずⅢ l年 B(3).火 出と地震 小理 6年 (3)1.こ の内容ιへ 噴轟物,災‐山
の形,火出の分布̀温泉

の成因と典11と の関係等についてで多つて未面1釣,形態1的な取り.扱|
い方年選いっているこ従って高校では本質のァィ■の管性〔|っいて充分に理解さをふ必要あ

`り ,地磐でも火出にっいては軽く流して余りふれてなぃ。■ ‐ .:       :
0 平野と台地    i
地下衣 段丘・ り、アス海岸.珊瑚隣: カルスト地形`黄

_t等でてくる。

異る点として,石灰岩中のフズリ九 石灰岩が水にとけふときの化学式がなぃ位なもの。

地下水について舛別項:で被圧地下水,自噴する理由を3~f図で示している。

。 日本列島の地体構造区分図は詳細で長綺三角地域まで記載されている。   |
0 気候環境と気候要素として気温・ 風・降水量・温度・雲量・ 日照時間 ,蒸発量 .1 ■
などあり。とく!ζ はじめの三つが重要であると教科書によって君〒異った見解をとらている。

地学では気候要素として,気温・ 気圧・ 湿度 ,風庫!● 民速・雲量`降水量・ 自照などを挙

げている。

o 高度 loomにつき気温 0.55℃ 前後低下する。これを気温の逓減率という。
0 域 の循環模麹 が世界の風向としてあげてある。
0 クラィモグラフも同様 X軸 降水量 となっている。    1   ｀ :

:    l y軸 気 編

0 ‐東岸気候,西岸気候等地学の参考書,指導書に説明されていふ程度の|こ となら地理:の教科
書にでている。

1最後に日本の自然的環境についそ次のように結論しているが我 地々学の立場より見れば,や

や奇暴の観がないでもない。すなわち,「 わが国は下輝に資源に乏しいといわれる。しかし,|

これは日本の大人口や旺盛な工業力に1たして相対的に朦内資源が不足してい:るとぃう意味であ‐

って国内の面積を考えしかもエネルギー源としての石炭3水力電気をはじゅ硫化銑 鋼L亜鉛:

以下の鉱産拠 木ィ,農産物などの産額にかいて世界の大国と肩をならべている現状を知ると

きはての種類の豊富なことでも,量の多いことでもむしろ目本は資源!1恵まれた国であること
が理解され るに違いない∴・……‐…ち 」
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